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本
稿
は
夏
目
漱
石
に
関
す
る
研
究
論
文
を
時
系
列
的
に
跡
付

け
、
研
究
史
論
と
し
て
構
築
す
る
。
作
品
論
と
し
て
質
量
共
に
傑
出
す

る
『
心
』
研
究
の
状
況
を
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
日
本
近
代
文
学
専

門
分
野
に
お
け
る
研
究
方
法
の
推
移
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
い
う

考
え
方
に
基
つ
き
、
以
下
に
展
開
す
る
議
論
に
学
術
的
意
義
を
見
出
す

も
の
で
あ
る
。

研
究
史
論
の
試
み
や
研
究
概
要
の
記
述
に
関
す
る
先
例
は
既
に
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
本
格
的
な
の
は
仲
秀
和
に
よ
る
も

の
だ
が
、
そ
の
達
成
か
ら
は
同
時
に
研
究
史
記
述
の
困
難
も
如
実
に
理

解
さ
れ
る
(
l
)

。
坂
敏
弘
は
「
仲
秀
和
の
一
連
の
「
こ
A

ろ
」
研
究
史

は
、
先
行
研
究
の
紹
介
に
終
始
し
、
必
ず
し
も
研
究
史
に
な
り
え
て
い

な
い
」
己
と
い
う
が
、
そ
う
し
た
批
判
に
耳
を
傾
け
つ
つ
も
、
研
究

の
精
緻
化
が
急
激
に
進
む
中
で
は
研
究
史
記
述
に
際
す
る
力
点
の
確
定

に
困
難
が
増
し
、
概
要
紹
介
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
る
こ

と
を
ま
ず
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

本
稿
の
視
点

『心』

斉
藤
恵
子
は
研
究
史
の
論
点
を
思
い
切
っ
て
単
純
化
し
、
「
「
先
生
」

即
漱
石
と
見
る
小
宮
豊
隆
」
（
小
宮
豊
隆
）
、
「
『
こ
A

ろ
』
と
聖
書
」
（
滝

沢
克
己
）
、
「
神
話
打
破
・
文
体
と
形
式
へ
の
評
価
」
（
江
藤
淳
、
牧
野

律
子
、
大
澤
吉
博
）
、
「
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ゲ
ル
と
同
性
愛
と
」
（
北
垣
隆

一
、
土
居
健
郎
、
大
岡
昇
平
）
、
「
ポ
オ
と
漱
石
ー
ー
比
較
文
学
の
立
場

か
ら
」
（
池
田
美
紀
子
、
柄
谷
行
人
、
デ
ニ
ス
・
グ
ラ
フ
リ
ン
）
、
「
文

明
史
・
社
会
学
の
視
点
」
（
山
崎
正
和
、
加
賀
乙
彦
、
作
田
啓
一
）
、
「
『
こ

A

ろ
』
と
『
オ
イ
デ
イ
プ
ス
王
』
」
（
清
水
孝
純
、
坂
口
曜
子
、
鶴
田
欣

也
）
、
「
「
作
者
の
死
」
「
テ
ク
ス
ト
の
誕
生
」
」
（
蓮
賞
重
彦
、
小
森
陽
一
、

三
好
行
雄
、
石
原
千
秋
、
桶
谷
秀
昭
）
、
「
書
か
れ
ざ
る
部
分
を
読
む
」

（
パ
ト
リ
シ
ア
・
メ
リ
ヴ
ェ
イ
ル
）
、
「
『
こ
A

ろ
』
の
英
訳
に
つ
い
て
」

（
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
マ
ッ
ク
レ
ラ
ン
）
と
い
う
項
目
に
分
類
し
た

3
が、

厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
結
果
の
ま
と
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。研
究
史
を
一
個
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
書
き
切
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
に
な
る
中
で
『
心
』
論
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
一
九
九
0
年
代
に
な
っ

て
出
現
す
る
(
4
)
。
ま
た
、
『
心
』
を
め
ぐ
る
討
論
会
の
模
様
な
ど
も
活

倫
理
の
読
解
か
ら
構
造
の
把
握
ヘ

I

夏

目

漱

石

研

究

史

論

_
_
 

徳
永
光
展
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佐
藤
泰
正
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
、
朝
日
新
聞
へ
の
『
心
』
連
載
が

完
結
し
た
際
に
各
新
聞
紙
上
に
出
た
批
評
・
紹
介
は
「
す
べ
て
が
心
理

分
析
の
細
緻
を
言
い
、
作
風
の
熟
達
の
一
頂
点
を
こ
こ
に
み
る
と
い
う
」

乞
類
の
も
の
で
あ
り
、
小
宮
豊
隆
の
「
学
識
あ
る
、
誠
実
な
、
倫
理

的
意
識
の
鋭
敏
な
、
一
人
の
紳
士
が
、
自
分
に
背
負
さ
れ
た
過
去
の
因

果
の
た
め
に
、
人
生
に
対
す
る
態
度
を
如
何
に
把
持
す
べ
く
余
儀
な
く

さ
れ
た
か
、
そ
う
し
て
そ
の
背
負
さ
れ
た
因
果
と
は
何
う
云
う
も
の
で

あ
る
か
、
夫
を
書
こ
う
と
し
た
の
が
此
『
心
』
で
あ
る
。
」

3
と
い
う

姿
勢
を
評
し
て
「
『
こ
A

ろ
』
と
い
う
作
品
も
ま
た
、
即
天
去
私
に
至

る
漱
石
の
精
神
史
と
い
う
全
円
の
裡
に
整
序
さ
れ
、
主
題
の
微
妙
な
亀

同
時
代
批
評
か
ら
戦
前
・
戦
後
に
か
け
て
の
論
調

字
化
さ
れ
(
5
0
)

、
研
究
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
文
献
も
多
彩
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
海
外
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
持
た
れ
る
な
ど
(
6
)
、
研
究

状
況
は
活
況
を
呈
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
『
心
』
受
容
に
関
す
る
研
究
は
着
実
に
進
展
し
て
き
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
『
心
』
研
究
史
に
関
す
る
論
考
に
も
依
拠
し
つ
つ
、

作
品
受
容
の
実
態
を
同
時
代
批
評
か
ら
戦
後
の
作
品
論
、
さ
ら
に
は
近

年
の
テ
ク
ス
ト
論
に
至
る
研
究
を
視
野
に
入
れ
て
概
観
し
、
注
目
さ
れ

る
人
物
の
変
化
、
作
品
受
容
に
対
す
る
態
度
の
推
移
、
書
か
れ
て
い
な

い
情
報
の
扱
い
を
巡
る
立
場
と
い
っ
た
点
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
論
じ
た
代
表
的
論
考
を
重
点
的
に
紹
介
し
、
研
究
史
的
問
題
点
を

改
め
て
浮
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

裂
も
、
不
透
明
さ
も
、
つ
い
に
一
片
の
疑
義
の
対
象
と
す
ら
な
り
え
て

は
い
な
い
。
」
(
9
)

と
い
う
。
斉
藤
恵
子
も
「
小
宮
豊
隆
の
『
こ
A

ろ』

論
（
『
漱
石
の
芸
術
』
一
九
四
二
）
は
、
直
弟
子
に
よ
る
漱
石
文
学
像

の
代
表
的
な
も
の
で
、
下
「
先
生
と
遣
書
」
を
最
重
要
視
し
た
倫
理
的

人
格
主
義
的
な
『
こ
A

ろ
』
論
の
―
つ
の
典
型
で
あ
る
。
」
(10)

と
位
置

付
け
る
が
、
そ
の
他
の
戦
前
の
研
究
も
究
極
的
に
は
先
生
の
倫
理
的
評

価
論
で
あ
り
(11)
、
「
戦
後
の
漱
石
研
究
が
、
こ
の
「
『
即
天
去
私
』
神

話
」
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
漱
石
像
の
解
放
を
機
軸
と
し
た
こ
と
は
必
然
」

5
で
、
「
従
来
の
言
わ
ば
漱
石
精
神
史
の
叙
述
を
主
眼
と
す
る
論
に

対
し
て
、
よ
う
や
く
精
密
な
作
品
論
に
よ
る
漱
石
世
界
の
再
検
討
が
試

み
ら
れ
て
ゆ
く
。
」
(13)

と
の
評
価
を
下
す
。
つ
ま
り
、
戦
後
に
な
り
、

人
間
・
夏
目
漱
石
と
個
人
的
な
親
交
を
持
た
な
か
っ
た
世
代
に
研
究
の

主
導
が
わ
た
さ
れ
た
時
、
客
観
的
に
作
品
を
読
も
う
と
す
る
傾
向
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
後
の
『
心
』
論
の

方
向
性
は
小
宮
豊
隆
の
論
か
ら
い
か
に
し
て
自
由
に
な
る
か
と
い
う
点

に
あ
っ
た
と
い
え
る
（
リ
が
、
藤
井
淑
禎
は
安
倍
能
成
の
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
読
者
が
作
中
人
物
に
実
在
の
人
物
を
想
定
し
な
け
れ
ば
承
知
し

な
い
傾
向
が
同
時
代
読
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
読
み
方
だ
っ
た
と
見
る

(15)
。
漱
石
に
最
も
愛
さ
れ
て
い
た
門
下
生
を
小
宮
豊
隆
と
断
言
す
る

森
田
草
平
(16)

は
「
私
」
を
小
宮
豊
隆
と
考
え
る
（
り
が
、
先
生
を
漱

石
と
見
る
読
み
方
が
支
配
的
だ
っ
た
様
子
は
「
先
生
と
漱
石
と
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
同
一
の
人
物
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。
だ
が
、
多
く
の
漱

石
研
究
家
の
常
套
の
手
段
に
な
ら
っ
て
、
そ
こ
に
漱
石
自
身
の
ト
ル
ソ

を
つ
く
つ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
わ
た
く
し
に
も
許
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
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う。」
(18)

と
い
う
猪
野
謙
二
の
言
及
に
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
戦
後
初
の
『
心
』
論
は
「
先
の
門
下
評
を
再
検
討
さ
せ
る
発
端

と
な
る
。
」

g
意
義
を
持
っ
た
点
に
お
い
て
画
期
的
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
「
や
は
り
主
人
公
で
あ
る
先
生
像
に
対
す
る
論
及
が
多
く
、
未
だ

全
体
の
精
緻
な
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
」
(20)

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず

(21)
、
門
弟
に
よ
る
漱
石
論
の
延
長
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ

の
傾
向
の
変
化
は
「
「
心
」
で
、
漱
石
は
、
「
我
欲
」
の
ぶ
よ
ぶ
よ
と
浮

遊
し
て
い
る
、
平
面
的
人
間
関
係
の
世
界
で
の
愛
の
不
可
能
性
を
、
ほ

と
ん
ど
古
典
的
な
厳
正
さ
で
描
い
た
。
」
(22)

と
論
じ
る
江
藤
淳
を
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
藤
の
漱
石
論
が
「
従
来
の
〈
漱
石
神
話
〉

〈
則
天
去
私
神
話
〉
な
る
も
の
を
否
定
し
、
漱
石
内
面
の
〈
低
音
部
〉

と
も
〈
深
淵
〉
と
も
い
う
べ
き
深
部
に
迫
ら
ん
と
し
た
、
画
期
の
論
」

（
包
で
、
よ
う
や
く
「
漱
石
は
過
去
の
、
理
想
化
の
呪
縛
か
ら
解
き
放

た
れ
、
作
品
の
読
み
方
も
作
家
中
心
、
人
生
論
的
・
倫
理
的
に
偏
り
が

ち
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
文
学
性
、
美
的
・
芸
術
的
側
面
に
関
心
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

g
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
畑
有
三
に
よ
る
同
時
代
批
評
か
ら
一
九
六

0
年
代

前
半
ま
で
の
研
究
史
記
述
を
概
観
す
る
限
り
、
追
求
さ
れ
て
い
る
問
題

が
一
貫
し
て
先
生
の
評
価
論
で
あ
り
、
そ
の
生
き
方
に
対
す
る
倫
理
的

意
味
付
け
に
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
ま
た
、
先
生
の
価
値
評
価
が
そ
の

ま
ま
漱
石
の
哲
学
・
思
想
を
論
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
雰
囲

気
も
強
く
、
作
家
・
作
品
研
究
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
認
識
さ
れ
て
い

る
状
況
を
も
窺
わ
せ
る
(25)
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
昭
和
三
十
年
代
の

研
究
は
、
未
だ
詳
し
い
作
品
分
析
の
時
代
に
入
ら
な
い
。
四
十
年
代
に

入
っ
て
作
品
論
は
一
斉
に
花
開
く
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
」

(26)

と
い
う
見
解
が
生
じ
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。

先
生
論
か
ら
の
脱
皮

「
「
先
生
と
私
」
や
「
両
親
と
私
」
の
章
を
、
主
題
的
な
追
求
の
稀

薄
な
、
「
先
生
の
遣
書
」
へ
の
単
な
る
導
入
の
役
割
を
果
し
て
い
る
だ

け
の
も
の
」
(27)

と
位
置
付
け
る
見
方
は
長
く
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、

先
生
論
か
ら
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
へ
と
議
論
が
拡
大
し
、
先
生
が
相

対
化
さ
れ
て
い
く
様
子
を
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
の
は
一
九
六

0
年
代

に
な
っ
て
か
ら
で
(28)
、
石
崎
等
は
論
の
中
心
人
物
の
移
行
を
根
拠
に

戦
後
か
ら
一
九
七

0
年
代
ま
で
を
三
期
に
分
け
て
概
括
す
る
(29)
。
猪

野
謙
二
(30)

を
戦
後
の
『
心
』
研
究
の
出
発
と
し
(31)
、
先
生
の
評
価

論
を
主
軸
に
作
品
論
が
展
開
し
た
時
期
を
第
一
期
と
す
れ
ば
(32)
、
玉

井
敬
之

9
が
「
小
説
構
成
の
点
か
ら
「
ヤ
ン
ガ
ー
・
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ

ョ
ン
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
形
象
」
を
「
私
」
に
み
、
そ
の
「
私
」
を
し

っ
か
り
押
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
提
示
し
た
。
」
(34)

の
を
機
に
「
先
生

の
恋
愛
に
お
け
る
罪
と
罰
、
と
い
う
視
点
を
離
れ
、
小
説
構
成
が
重
視

さ
れ
先
生
と
「
私
」
と
の
関
係
の
考
察
が
深
ま
っ
た
」

(35)

と
し
て
第

二
期
が
到
来
し
た
と
す
る
。
第
三
期
は
「
前
の
段
階
で
「
私
」
が
重
視

さ
れ
た
の
に
代
わ
っ
て
、
こ
こ
で
は
K
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い

る。」
(36)

時
期
で
越
智
治
雄
（
包
以
降
と
し
て
い
る
。

佐
藤
裕
子
も
「
私
」
の
発
見
を
研
究
史
に
お
け
る
転
機
と
見
、
一
九

五
九
年
か
ら
六

0
年
代
半
ば
の
玉
井
敬
之
(38)
、
三
浦
泰
生
(39)
、
畑
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一(40)
、
越
智
治
雄
（
り
の
論
を
「
そ
れ
以
前
の
「
漱
石
山
房
」
に

出
入
り
し
て
い
た
人
々
の
論
が
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
作
中
の
主

要
人
物
で
あ
る
「
先
生
」
と
作
者
漱
石
と
を
重
ね
て
作
品
を
読
む
傾
向

が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
作
品
そ
の
も
の
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
「
私
」
を
問
題
に
す
る
と
い
う
態
度
を

貫
い
て
い
る
」
（
包
と
し
て
重
視
す
る
。
一
方
、
浅
野
洋
の
「
「
私
」
が

気
に
な
り
な
が
ら
、
「
私
」
に
十
分
注
目
し
な
が
ら
、
ど
こ
か
テ
ク
ス

ト
の
外
に
出
る
こ
と
に
一
種
禁
欲
的
」
（
包
と
の
指
摘
を
受
け
た
玉
井

敬
之
は
自
ら
の
論
文
の
歴
史
的
位
置
を
冷
静
に
踏
ま
え
な
が
ら
「
私
」

の
ド
ラ
マ
が
見
え
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と

い
う
意
味
で
画
期
的
な
の
は
一
九
八
五
年
の
小
森
陽
一

(44)
、
石
原
千

秋
§
の
論
で
あ
る
と
総
括
し
て
い
る
(46)
。

一
九
六

0
年
前
後
か
ら
一
九
八

0
年
代
に
至
る
約
二

0
年
の
研
究
に

お
け
る
「
私
」
論
の
様
相
を
秋
山
公
男
は
「
①
『
彼
岸
過
迄
』
の
敬
太

郎
、
『
行
人
』
の
二
郎
の
系
譜
（
聞
き
手
乃
至
語
り
手
）
に
属
し
、
か

つ
両
者
の
成
長
・
発
展
し
た
存
在
。
②
「
先
生
」
と
そ
の
精
神
世
界
を

共
有
し
た
、
い
わ
ば
精
神
的
同
類
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
。
③
「
先
生
」

の
未
来
が
託
さ
れ
た
、
次
代
に
生
き
る
青
年
と
し
て
の
存
在
。
」
(47)

に

分
類
し
た
上
で
、
「
①
「
私
」
は
敬
太
郎
や
二
郎
の
成
長
し
た
存
在
と

は
い
え
ず
、
こ
の
二
者
に
比
べ
て
さ
え
固
有
の
世
界
を
喪
失
し
て
お
り
、

人
物
形
象
が
不
明
確
で
あ
る
。
「
先
生
」
と
の
密
着
性
に
し
て
も
追
従

者
と
し
て
の
近
さ
で
あ
っ
て
、
「
先
生
」
の
言
動
の
解
説
・
代
弁
に
終

始
し
て
い
る
。
②
「
先
生
」
と
精
神
的
同
族
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
無
知

・
未
経
験
で
あ
る
こ
と
が
青
年
「
私
」
の
前
提
で
あ
っ
て
、
「
先
生
」

四
十
年
代
に
お
け
る
作
品
論
の
成
熟
は
、
存
在
論
的
な
視
角
の

深
ま
り
と
と
も
に
作
品
構
成
、
技
法
、
文
体
、
語
り
の
方
法
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
細
密
な
深
ま
り
を
み
せ
る
が
、
や
が
て
ま
た
ひ
と
つ
の
転
換
が

来
る
。
す
で
に
あ
っ
た
構
造
主
義
や
テ
ク
ス
ト
論
、
記
号
論
な
ど
の
昂

四

と
は
対
極
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
③
「
先
生
」
の
「
不
信
」
を
越

え
る
に
足
る
相
対
的
視
点
を
有
せ
ず
、
精
神
の
強
靭
さ
や
自
律
性
に
乏

し
い
。
よ
っ
て
無
批
判
に
「
先
生
」
の
思
想
に
共
鳴
し
是
認
す
る
の
み

で
あ
り
、
伏
線
の
敷
設
・
紹
介
が
主
た
る
役
割
で
あ
る
。
」
(48)

と
の
見

解
を
表
明
す
る
が
、
「
私
」
を
冷
静
に
相
対
化
す
る
こ
の
視
点
は
や
が

て
生
じ
る
作
品
全
体
の
読
み
替
え
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四

0
年
代
(
-
九
六
五

s
一
九
七
四
）
に
な
る
と
作
品
論
が
続

出
す
る
。
鳥
井
正
晴
は
「
研
究
は
一
挙
に
精
緻
と
な
り
、
旧
説
の
検
討

の
上
に
、
〈
作
品
〉
の
読
み
が
問
わ
れ
る
。
」
（
也
と
し
、
越
智
治
雄
(50)

と
佐
藤
泰
正

(g
を
代
表
的
作
品
論
者
と
し
て
挙
げ
る
が
、
仲
秀
和
も

こ
の
時
期
の
達
成
を
「
漱
石
研
究
が
、
近
代
文
芸
研
究
を
象
徴
、
代
表
、

集
約
す
る
よ
う
な
観
す
ら
呈
す
る
の
で
あ
る
。
研
究
の
方
法
、
視
点
、

領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
、
す
ぐ
れ
た
研
究
が
こ
の
時
期
一
気
に
輩
出
」

(52)

し
、
「
『
こ
A

ろ
』
研
究
も
、
印
象
批
評
の
域
か
ら
急
激
に
精
緻
に

な
り
、
作
品
の
人
物
論
、
構
成
構
造
論
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解
釈
な
ど
、

ト
ー
タ
ル
に
分
析
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
志
向
が
顕
著
に
な
る
。
」
(53)

と

し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

テ
ク
ス
ト
論
を
巡
る
評
価
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ま
り
と
と
も
に
、
漱
石
研
究
に
も
ま
た
新
た
な
風
が
吹
い
て
来
る
。
」

り
と
佐
藤
泰
正
が
述
懐
す
る
雰
囲
気
の
中
で
、
現
在
の
『
心
』
研
究

に
今
な
お
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
小
森
陽
一

(55)
、
石
原
千
秋
(56)

に
よ
る
論
文
が
一
九
八
五
年
に
発
表
さ
れ
た
。
木
股
知
史
の
要
約
に
従

え
ば
、
小
森
陽
一
の
論
は
「
「
私
」
の
手
記
に
、
造
書
の
言
葉
を
差
異

化
す
る
は
た
ら
き
を
み
と
め
、
死
を
絶
対
化
す
る
倫
理
主
義
を
相
対
化

す
る
こ
と
。
「
私
」
の
手
記
の
空
白
の
時
間
に
、
「
「
奥
さ
ん
」
ー
ー
と

ー
共
に
ー
生
き
る
」
と
い
う
選
択
を
想
定
し
た
こ
と
。
「
過
去
の
「
先

生
」
と
「
遺
書
」
を
書
く
時
点
で
の
「
先
生
」
、
「
遣
書
」
を
読
む
ま
で

の
過
去
の
「
私
」
と
手
記
を
書
い
て
い
る
「
私
」
、
そ
し
て
読
者
の
「
私
」

と
い
う
時
間
の
重
層
性
を
指
摘
し
た
こ
と
」
を
特
色
と
し
、
石
原
論
の

特
徴
は
「
「
先
生
」
と
「
私
」
の
間
に
葛
藤
を
見
出
し
、
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
て
き
た
「
御
嬢
さ
ん
」
の
「
策
略
家
」
と
し
て
の
面
を
「
オ
イ

デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
性
的
な
層
」
と
し
て
定
位
し
た
。
」

（
包
点
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
被
引
用
回
数
に
お
い
て
両
論
文
は

群
を
抜
い
て
お
り
、
研
究
史
に
お
い
て
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
作

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
(58)

。
こ
の
両
論
文
を
貰
く
共
通
点
を
当
事
者
の

一
人
で
あ
る
石
原
千
秋
は
「
ま
ず
、
①
い
ず
れ
も
冒
頭
部
に
注
目
し
、

青
年
（
と
り
あ
え
ず
こ
う
呼
ん
で
お
く
）
が
先
生
を
批
判
、
あ
る
い
は

先
生
の
造
書
の
書
き
方
を
差
異
化
し
て
い
る
と
読
む
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
余
所
々
々
し
い
頭
文
字
杯
は
と
て
も
使
ふ
気
に
な
ら
な
い
」
と
い
う

一
節
が
、
先
生
こ
そ
が
親
友
を
K
と
い
う
「
余
所
々
々
し
い
頭
文
字
」

で
呼
ん
だ
人
間
だ
っ
た
こ
と
を
暴
い
て
し
ま
う
こ
と
に
、
重
い
意
味
を

見
出
だ
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
②
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
青
年
と
静
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。
石
原
は
、

青
年
が
先
生
を
心
的
に
の
り
超
え
て
静
と
結
ば
れ
る
物
語
を
暗
示
し
、

小
森
は
、
青
年
は
「
『
奥
さ
ん
』
ー
と

i
共
に
ー
生
き
る
こ
と
」
を

選
ん
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
③
先
生
の
「
遺
書
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
た

め
に
公
表
さ
れ
る
（
あ
る
い
は
、
公
表
す
る
た
め
に
い
ま
手
記
を
書
い

て
い
る
）
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。
」
(59)

と
し
、
「
テ
ク
ス
ト
の
細
部

を
重
視
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
書
い
て
あ
る
こ
と
と
書
い
て
な
い
こ
と

と
の
境
界
を
、
読
む
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
押
し
広
げ
た
」
「
方
法
的

な
挑
戦
も
波
紋
を
投
げ
か
け
」
、
「
何
が
書
か
れ
た
こ
と
で
何
が
書
か
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
。
あ
る
い
は
、
何
が
テ
ク
ス
ト
か
。
テ
ク
ス
ト
の
空

白
と
は
何
か
。
こ
う
し
た
疑
問
を
投
げ
か
け
た
一
連
の
論
考
を
、
方
法

へ
の
批
判
」
(60)

と
位
置
付
け
て
い
る
。

こ
の
論
が
登
場
し
た
一
九
八

0
年
代
半
ば
以
降
、
テ
ク
ス
ト
の
読
み

方
を
め
ぐ
っ
て
、
秦
恒
平
(61)
、
小
森
陽
一

(62)
、
石
原
千
秋
(63)

と
三

好
行
雄
（
巳
と
の
間
で
「
『
こ
A

ろ
』
は
「
私
」
の
「
手
記
」
で
あ
っ

て
、
そ
の
「
手
記
」
の
中
で
「
先
生
の
遣
書
」
を
引
用
し
て
い
る
、
そ

し
て
そ
れ
を
公
表
し
て
い
る
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
私
」
の
「
先
生
」
に

対
す
る
背
信
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
あ
た
り
を
め
ぐ
っ
て
論

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
論
的
に
「
虚
構
言
語
」
（
石

原
氏
「
制
度
と
し
て
の
『
研
究
文
体
』
」
『
日
本
近
代
文
学
』

37
、
昭
6
2

.
1
0
)

の
中
に
閉
じ
籠
っ
て
引
用
、
公
表
、
背
信
と
い
う
結
論
を
溝
き

出
す
立
場
が
あ
る
一
方
で
、
『
こ
A

ろ
』
と
い
う
の
は
「
先
生
」

11
漱

石
で
あ
り
、
漱
石
と
現
実
の
若
い
読
者
と
が
向
い
合
う
親
密
な
場
み
た

い
な
も
の
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
読
ま
れ
た
作
品
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
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立
場
も
あ
り
う
る
。
」
（
芭
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
の
研
究

は
『
心
』
論
そ
の
も
の
に
せ
よ
、
或
い
は
『
心
』
研
究
史
の
記
述
に
せ

よ
、
こ
の
議
論
を
無
視
し
得
な
い
。
紅
野
謙
介
は
「
語
り
手
「
私
」
の

テ
ク
ス
ト
（
手
記
）
が
先
生
の
テ
ク
ス
ト
（
造
書
）
を
差
異
化
す
る
語

り
の
構
造
に
注
目
、
そ
う
し
た
言
説
の
指
し
示
す
帰
結
と
し
て
〈
私
／

奥
さ
ん
〉
の
ド
ラ
マ
を
喚
起
し
、
先
生
の
遺
書
を
基
軸
と
す
る
従
来
の

読
み
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
」
(66)

小
森
陽
一
の
論
文
を
評
し
て
「
『
こ

A

ろ
』
論
の
す
ぐ
れ
た
達
成
は
、
上
中
下
と
い
う
三
部
構
成
の
な
か
で

「
先
生
の
遣
書
」
だ
け
が
特
権
的
に
読
ま
れ
て
行
く
享
受
の
あ
り
方
に

対
し
、
上
中
が
下
を
差
異
化
す
る
表
現
を
発
掘
し
、
そ
こ
に
「
私
」
の

「
先
生
」
と
異
な
る
生
き
方
を
選
択
し
て
い
く
批
評
性
を
読
み
取
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
」
(67)

と
高
く
評
価
し
た
(68)
。

し
か
し
、
そ
の
反
響
の
中
で
提
出
さ
れ
た
批
判
や
評
価
の
数
々
(69)

は
作
品
を
読
む
と
い
う
行
為
を
巡
っ
て
の
本
質
的
な
問
題
を
牢
ん
で
い

た
(70)
。
小
林
和
子
は
小
森
陽
一
の
論
文
に
対
し
て
、
「
実
際
に
は
書

か
れ
な
か
っ
た
作
品
の
内
容
を
云
々
す
る
の
は
論
者
の
想
像
力
の
一
人

歩
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
も
と
の
作
品
の
新
し
い
読
み
に
還
元
さ
れ
な
い

限
り
は
、
「
作
品
読
解
作
業
か
ら
の
逸
脱
行
為
」
と
い
う
批
判
を
う
け

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
」
（
り
が
、
同
時
に
「
そ
の
よ
う
な
危
険
を
犯
さ

ざ
る
を
え
な
い
「
こ
A

ろ
」
研
究
の
困
難
さ
を
痛
感
し
た
の
も
事
実
で

あ
っ
た
。
」

g
と
い
う
。
一
方
、
浅
野
洋
は
「
同
じ
作
品
へ
の
読
み
が

な
ぜ
こ
う
も
大
き
く
隔
た
る
の
か
。
思
う
に
、
こ
の
隔
た
り
は
単
に
作

品
に
対
す
る
読
み
の
深
浅
や
正
誤
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
『
こ
A

ろ
』
と
い
う
作
品
自
体
、
そ
の
よ
う
な
異

な
る
見
解
を
生
じ
や
す
い
、
イ
メ
ー
ジ
の
反
転
や
多
義
的
な
解
釈
を
伴

う
振
幅
の
大
き
い
言
説
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
(73)

と
の
見
解
を
示
し
、
「
い
わ
ば
、
「
私
」
の
語

る
（
引
用
す
る
）
こ
と
ば
だ
け
が
、
読
者
に
と
っ
て
唯
一
す
べ
て
の
手

掛
か
り
な
の
だ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
「
私
」
の
語
る
光
景
は
必
ず
し

も
鮮
明
で
は
な
い
。
」
（
巳
点
に
も
根
拠
を
求
め
つ
つ
、
「
『
こ
A

ろ
』
の

”
曖
昧
”
さ
は
、
「
先
生
の
遣
書
」
（
下
）
で
も
同
様
だ
。
」
(75)

「
換
言

す
れ
ば
、
そ
う
し
た
”
曖
昧
さ
11
多
義
性
”
に
こ
そ
『
こ
A

ろ
』
と
い

う
テ
ク
ス
ト
の
本
質
が
あ
る
。
」
(76)

と
の
見
解
に
立
つ
。

ま
た
、
羽
鳥
徹
哉
は
小
森
陽
一
に
よ
る
一
連
の
『
心
』
論
（
り
を

総
括
し
て
「
小
森
氏
は
「
作
品
」
の
実
在
を
認
め
ず
、
読
者
の
読
み
に

よ
っ
て
作
品
は
そ
の
時
々
に
姿
を
変
え
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
為
、
作

品
の
言
葉
全
体
か
ら
考
え
る
の
で
な
く
、
作
品
の
中
の
一
部
の
言
葉
を

捕
え
て
、
お
も
に
自
分
の
空
想
の
み
膨
ら
ま
せ
る
よ
う
な
読
み
方
を
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
漱
石
的
倫
理
を
批
判
し
よ
う
と
思

っ
た
ら
い
く
ら
批
判
し
て
も
構
わ
な
い
。
し
か
し
そ
の
倫
理
を
素
直
に

読
み
取
る
前
に
、
な
ぜ
元
の
作
品
と
は
似
つ
か
ぬ
も
の
に
作
品
を
「
読

み
変
え
る
」
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
(78)

と
の
疑
問
を
呈

し
た
上
で
(79)
、
「
「
先
生
」
の
死
後
、
「
私
」
は
、
〈
「
奥
さ
ん
」
ー
と

I

共
に
ー
l

生
き
る
こ
と
〉
を
選
ぶ
と
す
る
」
読
み
方
が
果
た
し
て
成

立
す
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
(80)
。
ま
た
、
古
賀
康
人
は
書
か
れ
て

い
な
い
物
語
を
読
む
可
能
性
を
考
え
、
「
続
こ
A

ろ
」
の
提
案
を
行
っ

て
い
る
(81)
。

一
方
で
、

小
森
陽
一
、

石
原
千
秋
自
身
も
論
議
を
総
括
し
よ
う
と
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し
た

9
が
、
同
時
に
細
部
の
辻
棲
合
わ
せ
に
過
度
に
拘
る
読
み
方
に

疑
義
を
呈
す
る
浅
田
隆
(83)
、
西
垣
勤
(84)

に
石
原
千
秋
は
反
論
し
、

再
度
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
も
い
る
(85)
。
浅
田
隆
と
の
間
で
は
論
争

に
な
っ
た
が
(86)
、
時
代
と
共
に
精
緻
化
す
る
研
究
状
況
の
中
で
部
分

の
読
み
と
全
体
の
読
み
を
ど
う
整
合
さ
せ
る
か
と
い
う
根
本
の
問
題
は

依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
石
井
和
夫
は
こ
の
論
争
を
「
両
氏
の
論

は
、
か
つ
て
の
「
こ
A

ろ
」
論
争
の
余
波
だ
が
、
焦
点
は
、
開
か
れ
た

読
み
と
は
何
か
と
の
問
い
か
け
と
、
論
の
前
提
は
作
品
の
構
造
を
読
む

事
に
あ
る
と
す
る
主
張
の
応
酬
に
あ
る
。
一
方
、
小
森
氏
は
既
に
「
「
漱

石
」
の
小
説
が
、
通
説
か
ら
私
の
誤
読
ま
で
を
可
能
に
す
る
、
対
極
に

引
き
裂
か
れ
つ
つ
、
そ
の
両
極
の
間
で
ゆ
ら
ぐ
よ
う
な
構
造
と
言
葉
の

運
動
を
内
包
し
て
い
る
」
（
『
漱
石
を
読
み
な
お
す
』
平
成
7
.
6

筑

摩
書
房
）
と
収
束
し
、
自
己
の
読
み
を
相
対
化
す
る
地
点
に
移
行
し
て

い
る
。
」
(87)

と
総
括
し
て
い
る
(
8
8
)
0

斉
藤
英
雄
は
小
森
陽
一
と
石
原
千
秋
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
後
の

論
争
を
泰
恒
平
(89)
、
三
好
行
雄
(90)
、
大
川
公
一

(91)
、
田
中
実
(92)

を
挙
げ
て
紹
介
し
、
高
田
知
波
(93)

に
つ
い
て
は
「
「
私
」
の
手
記
に

直
接
話
法
が
、
「
先
生
」
の
手
紙
（
造
書
）
に
間
接
話
法
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
、
『
こ
A

ろ
』
の
表
現
構
造
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。
」
と
紹
介
す
る
。
ま
た
、
押
野
武
志
の
論
文
(94)

を
本
格
的

な
静
論
の
登
場
と
し
て
評
価
す
る
(
9
5
)
0

先
生
の
倫
理
論
か
ら
「
私
」
の
背
信
論
へ
、
そ
の
よ
う
な
読
み
替
え

を
も
許
す
懐
を
作
品
が
持
つ
な
ら
、
他
の
登
場
人
物
に
焦
点
を
あ
て
た

論
の
出
現
は
、
作
品
分
析
の
一
層
の
深
化
・
緻
密
化
を
暗
示
さ
せ
る
。

し
か
し
、
先
生
や
「
私
」
に
つ
い
て
の
読
み
の
可
能
性
が
既
に
開
拓
さ

れ
尽
く
し
た
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
押
野
武
志
の
静
論
が
登
場
し
た
と

理
解
す
る
な
ら
、
『
心
』
を
論
じ
る
限
界
も
見
え
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
予
感
を
嗅
ぎ
取
っ
た
石
原
千
秋
は
言
う
。
「
小
森
陽
一
や
私
が
一

九
八
五
年
に
行
っ
た
問
題
提
起
の
唯
一
の
共
通
点
は
、
書
き
手
の
「
私
」

と
い
う
「
死
角
」
を
「
明
る
み
」
に
出
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
小
森
は
、

「
私
」
の
手
記
の
言
葉
を
「
先
生
」
の
遣
書
の
言
葉
と
差
異
的
に
か
か

わ
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
し
、
私
は
「
こ
A

ろ
」
を
「
私
」
と
「
先

生
」
と
の
葛
藤
の
劇
と
読
も
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
人
物
論
で
な
か

っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
単
純
に
人
物
論
だ
と
受
け
と
め
ら
れ
た

時
、
そ
の
後
の
展
開
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
と
言
え
る
。
」
(96)
、
「
書
か
れ

た
分
量
が
少
な
い
人
物
に
二
項
対
立
の
問
い
を
仕
掛
け
て
行
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
「
先
生
と
私
」
の
章
に
お
け
る
「
先
生
」
は
、
「
私
」

に
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て
い
た
か
、
否
か
。
「
k
」
は
恋
の
た
め
に
自

殺
し
た
か
、
否
か
。
そ
し
て
、
静
に
声
は
あ
る
か
、
否
か
。
そ
ろ
そ
ろ
、

「
奥
さ
ん
」
論
が
出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
、
憂
鬱
で
あ
る
。

人
物
論
に
関
す
る
限
り
、
「
こ
A

ろ
」
論
の
終
焉
は
近
い
。
」
(97)

と。

事
実
、
こ
の
発
言
の
直
後
に
「
奥
さ
ん
」
論
は
赤
間
亜
生
に
よ
っ

か
れ
る
の
で
あ
る
(
9
8
)
0

作
品
の
何
に
留
意
す
る
か
に
着
目
し
た
際
、
中
心
か
ら
周
縁
に
向
け

て
論
じ
る
対
象
が
拡
散
し
て
き
て
い
る
状
況
を
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が

五

結

語
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で
き
た
。
先
生
を
中
心
と
す
る
読
み
か
ら
「
私
」
に
着
目
す
る
読
み
へ

の
移
行
は
先
生
が
拘
る
倫
理
に
関
す
る
議
論
か
ら
作
品
の
全
体
構
造
の

把
握
へ
と
読
解
に
対
す
る
論
者
の
態
度
を
誘
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な

る
。
そ
の
意
味
で
は
倫
理
的
価
値
を
汲
み
取
る
読
み
か
ら
構
造
を
考
察

す
る
読
み
へ
の
変
化
が
生
じ
る
の
は
研
究
の
精
緻
化
に
伴
う
歴
史
的
必

然
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
静
や
そ
の
母
へ

の
着
目
に
は
男
性
の
手
に
よ
る
作
品
か
ら
女
性
の
声
を
取
り
出
そ
う
と

す
る
意
図
が
う
か
が
え
、
作
品
の
読
み
替
え
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

漱
石
は
朝
日
新
聞
入
社
以
降
、
作
品
を
新
聞
小
説
と
し
て
発
表
し
た
。

新
聞
連
載
で
既
発
表
部
分
を
書
き
直
せ
な
い
条
件
下
で
は
構
成
に
破
綻

が
生
じ
る
限
界
を
常
に
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
構
造
に
関

す
る
議
論
に
も
限
界
は
生
じ
て
く
る
。
倫
理
的
価
値
、
作
品
構
造
、
各

登
場
人
物
に
関
す
る
議
論
が
出
揃
っ
た
よ
う
に
見
え
る
『
心
』
論
の
過

去
は
作
品
論
の
発
展
段
階
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
の
上
も
な
い
例
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。

で
は
、
『
心
』
論
の
未
来
は
い
か
に
展
望
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
達
成
と
限
界
を
見
据
え
、
総
合
的
な
議
論
を
し
て

い
く
中
に
新
た
な
議
論
は
見
出
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

注
(
1
)
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
↑
|
i
問
題
の
所
在
と
同
時
代
批
評

・
戦
前
の
研
究
を
巡
っ
て
ー
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
三
六
巻
第
一
号

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
一
九
八
四
・
三
）
、
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
に
ー
昭
和
二
十
年
代
・
三
十
年
代
の
研
究
を
巡
っ
て
ー
」
（
「
日

本
文
芸
研
究
」
第
三
六
巻
第
三
号
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
一
九

八
四
・
九
）
、
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
に
ー
昭
和
四
十
年
代
の

研
究
を
巡
っ
て
—
!
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
三
七
巻
第
四
号
関
西
学
院

大
学
日
本
文
学
会
一
九
八
六
・
一
）
、
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究

国
ー
l
昭
和
四
十
年
代
の
研
究
を
巡
っ
て
⑫
ー
ー
」
（
前
田
妙
子
編
『
日
本
文

芸
の
形
象
』
和
泉
書
院
一
九
八
七
•
五
）
、
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ

A

ろ
』

研
究
史
（
五
)
|
l
昭
和
五
十
年
代
以
降
の
研
究
を
巡
っ
て
ロ
ー
」
（
「
文

化
研
究
」
第
二
号
樟
蔭
女
子
短
期
大
学
一
九
八
八
・
六
）
、
仲
秀
和
「
漱

石
『
こ
A

ろ
』
研
究
史
（
六
）
—
ー
昭
和
五
十
年
代
以
降
の
研
究
を
巡
っ
て

ー
ー
」
（
「
文
化
研
究
」
第
三
号
樟
蔭
女
子
短
期
大
学
一
九
八
九
・
六
）
、

）
 
2
 

‘、¥仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
史
（
七
）
ー
—
昭
和
六
十
年
代
以
降
の
研

究
を
巡
っ
て

(
I」
(
「
文
化
研
究
」
第
八
号
樟
蔭
女
子
短
期
大
学
一

九
九
四
・
九
）

(
2
)
坂
敏
弘
「
「
こ
A

ろ
」
研
究
の
現
状
・
素
描
」
（
「
解
釈
」
第
四
七
三
号

解
釈
学
会
一
九
九
四
・
八
八
頁
）

(
3
)
斉
藤
恵
子
「
『
こ
A

ろ
』
は
日
本
で
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
」
（
平

川
祐
弘
、
鶴
田
欣
也
編
『
漱
石
の
『
こ
A

ろ
』
ど
う
読
む
か
、
ど
う
読

ま
れ
て
き
た
か
』
新
曜
社
一
九
九
二
．
―
-
三

0
九
1
三
三
九
頁
）

(
4
)
玉
井
敬
之
、
藤
井
淑
禎
編
『
漱
石
作
品
論
集
成
第
一

0
巻

こ

A

ろ』

（
桜
楓
社
一
九
九
一
•
四
）
は
同
時
代
批
評
か
ら
一
九
八

0
年
代
ま
で

の
主
要
論
文
を
網
羅
的
に
収
録
し
て
い
る
。
一
方
、
猪
熊
雄
治
編
『
夏
目

漱
石
『
こ
こ
ろ
』
作
品
論
集
近
代
文
学
作
品
論
集
成
③
』
（
ク
レ
ス
出
版

二
0
0
1
•

四
）
は
重
複
を
避
け
る
意
味
で
一
九
九

0
年
代
の
論
文
を
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六
頁
）

中
心
に
採
録
す
る
。
研
究
誌
の
『
心
』
特
集
に
は
「
季
刊
文
学
」
第
三
巻

第
四
号
（
岩
波
書
店
一
九
九
ニ
・
一

0
)
、
「
漱
石
研
究
」
第
六
号
（
翰

林
書
房
一
九
九
六
•
五
）
、
「
日
本
近
代
文
学
」
第
六
二
集
（
日
本
近
代

文

学

会

二

0
0
0
・
五
）
、
「
江
古
田
文
学
」
第
五
二
号
（
江
古
田
文
学

会

二

0
0
三
・
ニ
）
な
ど
が
あ
る
。

(
5
)
佐
藤
泰
正
、
谷
沢
永
一
、
浅
田
隆
、
玉
井
敬
之
「
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
『
こ

A

ろ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
四
七
巻
第
―
二
号

至
文
堂
一
九
八
ニ
・
―
一
）
、
小
菅
健
一
、
畑
中
基
紀
、
東
典
幸
、
和

田
敦
彦
、
榎
本
隆
之
、
高
見
研
一
、
原
仁
司
、
十
重
田
雄
一
、
篠
崎
美
生

子
、
佐
々
木
雅
発
「
討
論
・
『
こ
A

ろ
』
っ
て
な
あ
に
」
（
「
繍
」
第
四
号

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
榎
本
・
佐
々
木
ゼ
ミ
一
九
九
一
・
一

二
）
、
石
原
千
秋
、
小
森
陽
一
「
《
対
談
》
漱
石
『
こ
A

ろ
』
の
原
稿
を
読

む
」
（
「
季
刊
文
学
」
第
三
巻
第
四
号
岩
波
書
店
一
九
九
二
•

I
 

0
)
、

小
森
陽
一
、
中
村
三
春
、
宮
川
健
郎
編
『
総
力
討
論
漱
石
の
『
こ
A

ろ』』

（
翰
林
書
房
一
九
九
四
・
一
）
、
小
森
陽
一
、
石
原
千
秋
編
『
漱
石
を
語

る
2
』
（
翰
林
書
房
一
九
九
八
・
―
二
）
、
倉
本
幸
弘
、
小
高
裕
樹
、
土

佐
秀
理
、
中
島
一
夫
「
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
早
稲
田

実
業
学
校
研
究
紀
要
」
第
三
三
号
早
稲
田
大
学
系
属
早
稲
田
実
業
学
校

一
九
九
九
・
三
）
な
ど
。

(
6
)
 
L
i
n
,
L
i
e
n
 ,
 
hsiang.(ed.), 
A
 S
y
m
p
o
s
i
u
m
 o
n
 N
a
t
s
u
m
e
 S
o
s
e
k
l
s
 

I
{
0
k
o
r
o、
N
a
t
i
o
n
a
l
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
of S
i
n
g
a
p
o
r
e
,
 
S
i
n
g
a
p
o
r
e
,
1
9
9
4
.
 

(
7
)佐
藤
泰
正
「
漱
石
研
究
史
論
・
素
描
—
ー
『
こ
A

ろ
』
を
軸
と
し
て
」
（
『
佐

漱
石
以
後

II
』
翰
林
書
房
二

0
0
1
・
六

二

0

(
8
)
小
宮
豊
隆
「
漱
石
先
生
の
『
心
』
を
読
ん
で
」
、
引
用
は
、
江
藤
淳
、

吉
田
精
一
編
『
夏
目
漱
石
全
集
別
巻
漱
石
文
学
案
内
』
（
角
川
書
店

一
九
七
五
・
ニ
四
三
三
頁
）
に
よ
る
。

(
9
)
佐
藤
泰
正
『
夏
目
漱
石
論
』
（
筑
摩
書
房
一
九
八
六
．
―
-
三
一

七
頁
）

(10)
注

(
3
)
三
一
三
頁

(11)
注

(
9
)
三
一
七

S
三
ニ
―
頁

(12)
注

(
9
)
三
ニ
―
頁

(13)
注

(
9
)
三
ニ
ニ
頁

(14)
同
時
代
批
評
及
び
戦
前
の
研
究
は
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
↑

！
問
題
の
所
在
と
同
時
代
批
評
・
戦
前
の
研
究
を
巡
っ
て
ー
」
（
「
日
本

文
芸
研
究
」
第
三
六
巻
第
一
号
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
一
九
八

四
・
三
四
三

S
五
三
頁
）
で
概
観
で
き
る
。

(15)
玉
井
敬
之
、
藤
井
淑
禎
、
浅
野
洋
（
司
会
）
「
鼎
談
」
（
玉
井
敬
之
、
藤

井
淑
禎
編
『
漱
石
作
品
論
集
成
第
一

0
巻

こ

A

ろ
』
桜
楓
社
一
九

九
一
•
四
三
五
三

S

三
五
四
頁
）

(16)
森
田
草
平
『
夏
目
漱
石
』
（
筑
摩
書
房
一
九
六
七
・
八
―

-
O
S

―
―
四
頁
）

(17)
注

(
3
)
三
一
三

S
三
一
四
頁

(18)
猪
野
謙
二
「
『
心
』
に
お
け
る
自
我
の
問
題
」
、
引
用
は
、
玉
井
敬
之
、

藤
井
淑
禎
編
『
漱
石
作
品
論
集
成
第
一

0
巻

こ

A

ろ
』
（
桜
楓
社
一

九
九
一
・
四
四
三
頁
）
に
よ
る
。

(19)
烏
井
正
晴
「
「
こ
A

ろ
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
・
「
こ
A

ろ
」
評
価
史
」

（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
二
六
巻
第
一
三
号
学
燈
社
一
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夏
目
漱
石
必

九
八
―

・
1
0

1
0
八
頁
）

(20)
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
に
ー
昭
和
二
十
年
代
・
三
十
年
代

の
研
究
を
巡
っ
て
ー
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
三
六
巻
第
三
号
関
西
学

院
大
学
日
本
文
学
会
一
九
八
四
・
九
六
五
頁
）

(21)
注

(15)
の
「
鼎
談
」
で
浅
野
洋
は
「
「
先
生
の
遺
書
」
に
ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ
て
見
て
い
く
と
い
う
、
最
後
の
典
型
的
な
『
こ
A

ろ
』
論
」
（
三

六
一
頁
）
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。

(22)
江
藤
淳
『
夏
目
漱
石
』
（
東
京
ラ
イ
フ
社
一
九
五
六
・
―
―
―
四

O
S
一
四
一
頁
）

(23)
注

(
7
)

ニ
ニ
―
頁

(24)
注

(
3
)
三
一
六
頁

(25)
畑
有
三
「
心
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
二
九
巻
第
三
号
至
文

堂
一
九
六
四
・
三
八
六

S
九
二
頁
）

(26)
注

(20)
六
八
頁

(27)
片
岡
良
一
『
夏
目
漱
石
の
作
品
』
（
厚
文
社
一
九
六
ニ
・
三
ニ
―

七
頁
）

(28)
注

(19)
は
「
昭
和
四
十
年
代
、
全
体
の
み
な
ら
ず
部
分
へ
の
注
視
も

そ
の
特
色
で
あ
る
。
」
(
-
―
―
頁
）
と
し
て
「
私
」
、
「
K
」
、
「
静
」
へ
の

評
価
に
言
及
す
る
。

(29)
石
崎
等
「
こ
A

ろ
」
（
竹
盛
天
雄
編
「
別
冊
国
文
学
5

携
」
学
燈
社
一
九
八

0
・
ニ
―
八
二

S
一
八
五
頁
）

(30)
注

(18)
に
同
じ

(31)
注

(29)

一
八
二
頁

(32)
注

(29)

一
八
二

S
一
八
三
頁

(33)
玉
井
敬
之
「
『
こ
こ
ろ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
文
学
」
第
八
巻
第
三

号
日
本
文
学
協
会
一
九
五
九
・
三
）

(34)
注

(29)

一
八
三
頁

(35)
注

(29)

一
八
四
頁

(36)
注

(35)
に
同
じ

(37)
越
智
治
雄
『
漱
石
私
論
』
（
角
川
書
店
一
九
七
一
・
六
二
四
八

S

三
0
二
頁
）

(38)
注

(33)
に
同
じ

(39)
三
浦
泰
生
「
漱
石
の
「
心
」
に
お
け
る
―
つ
の
問
題
」
（
「
日
本
文
学
」

第
一
三
巻
第
五
号
日
本
文
学
協
会
一
九
六
四
・
五
）

(40)
畑
有
三
「
「
心
」
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
一

0
巻
第
一

0
号
学
燈
社
一
九
六
五
・
八
）

(41)
注

(37)
に
同
じ

(42)
佐
藤
裕
子
『
漱
石
解
読
ー
ー
〈
語
り
〉
の
構
造
』
（
和
泉
書
院
二

0
0

0
•
五
ニ
ニ
八
頁
）

(43)
注

(15)
三
六
二
頁

(44)
小
森
陽
一
「
『
こ
こ
ろ
』
を
生
成
す
る
『
心
臓
』
」
（
「
成
城
国
文
学
」
創

刊
号
成
城
国
文
学
会
一
九
八
五
・
三
）

(45)
石
原
千
秋
「
『
こ
A

ろ
』
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
ー
反
転
す
る
語
り
ー
」
（
「
成

城
国
文
学
」
創
刊
号
成
城
国
文
学
会
一
九
八
五
・
三
）

(46)
注

(15)
三
六
三
頁

(47)
秋
山
公
男
「
『
こ
A

ろ
』
の
方
法
と
構
造
」
（
「
日
本
文
学
」
第
三

0
巻

第
五
号
日
本
文
学
協
会
一
九
八
一
・
五
七
八
頁
）

(48)
注

(47)
八
一
、
八
二
頁
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(49)
注

(
1
9
)
0
頁

(50)
注

(37)
に
同
じ

(51)
注

(
9
)
二
八

O
S
三
二
五
頁

(52)
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
に
ー
昭
和
四
十
年
代
の
研
究
を
巡

っ
て
ー
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
三
七
巻
第
四
号
関
西
学
院
大
学
日

本
文
学
会
一
九
八
六
・
一
五
三
頁
）

(53)
注

(52)
に
同
じ

(54)
注

(
7
)
ニ
ニ
八
頁

(55)
注

(44)
に
同
じ

(56)
注

(45)
に
同
じ

(57)
木
股
知
史
「
夏
目
漱
石
『
こ
A

ろ
』
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第

五
八
巻
第
四
号
至
文
堂
一
九
九
三
•
四
二
五
頁
）

(58)
例
え
ば
、
中
村
直
子
「
『
こ
A

ろ
』
試
論
」
（
「
東
京
女
子
大
学
紀
要
「
論

集
」
」
第
四
四
巻
第
一
号
東
京
女
子
大
学
学
会
一
九
九
三
・
九
三
三

S
五
六
頁
）
に
議
論
が
あ
る
。

(59)
石
原
千
秋
「
『
こ
A

ろ
』
論
の
彼
方
へ
」
（
「
漱
石
研
究
」
第
六
号
翰

林
書
房
一
九
九
六
•
五
一
五
六

s

一
五
七
頁
）

(60)
注

(59)
一
五
七
頁

(61)
秦
恒
平
「
「
先
生
」
は
コ
キ
ュ
で
は
な
い
。
」
（
「
ち
く
ま
」
第
一
八
九
号

筑
摩
書
房
一
九
八
六
・
―
二
）

(62)
小
森
陽
一
「
こ
こ
ろ
の
行
方
」
（
「
成
城
国
文
学
」
第
三
号
成
城
国
文

学
会
一
九
八
七
・
三
）

(63)
石
原
千
秋
「
制
度
と
し
て
の
『
研
究
文
体
』
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第

三
七
集
日
本
近
代
文
学
会
一
九
八
七
.

0
)
 

(64)
三
好
行
雄
「
展
望
・
国
文
学
ー
近
代
・
現
代
ー
」
（
『
国
語
年
鑑
昭

和
六
十
一
年
』
秀
栄
出
版
）
、
三
好
行
雄
「
〈
先
生
〉
は
コ
キ
ュ
か
」
（
「
海

燕
」
第
五
巻
第
一
―
号
福
武
書
店
一
九
八
六
・
―
-
）
、
三
好
行
雄
「
ワ

ト
ソ
ン
は
背
信
者
か
ー
『
こ
こ
ろ
』
再
説
ー
ー
」
（
「
文
学
」
第
五
六
巻
第

五
号
岩
波
書
店
一
九
八
八
・
五
）

(65)
注

(15)
三
五
四

S
三
五
五
頁

で
ト
リ
，
＇
ズ

(66)
浅
野
洋
「
変
身
、
物
語
の
母
型
ー
漱
石
『
こ
A

ろ
』
管
見
ー
」
（
佐

藤
泰
正
編
『
文
学
に
お
け
る
変
身
〈
梅
光
女
学
院
大
学
公
開
講
座
論
集

第
三
二
集
〉
』
笠
間
書
院
一
九
九
ニ
・
―
二
七
四

S
七
五
頁
）

(67)
紅
野
謙
介
「
小
森
陽
一
氏
の
二
著
を
め
ぐ
っ
て
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
彼

方
ヘ
ー
」
（
「
媒
」
第
五
号
「
媒
」
の
会
一
九
八
八
・
―
二
）

(
6
8
)渥見
秀
夫
「
記
憶
と
血
か
ら
の
自
由
—

l

漱
石
「
こ
こ
ろ
」
の
妻
に
つ

い
て
ー
」
（
「
季
刊
子
規
博
だ
よ
り
」
第
七
巻
第
一
号
通
巻
二
四
号
松

山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
一
九
八
七
・
六
八

s-
―
頁
）
も
泰
恒
平

『
戯
曲
こ
A

ろ
』
（
湖
の
本
2

一
九
八
六
・
九
）
と
小
森
陽
一
「
『
こ

こ
ろ
』
を
生
成
す
る
心
臓
」
〈
注

(44)
〉
を
高
く
評
価
す
る
。

(69)
清
水
良
幸
「
夏
目
漱
石
『
心
』
ー
「
静
」
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

（
「
近
代
文
学
注
釈
と
批
評
」
第
二
号
東
海
大
学
注
釈
と
批
評
の
会

一
九
九
五
・
五
六
六

S
九
二
頁
）
、
佐
藤
泰
正
「
『
こ
A

ろ
』
を
ど
う
読

む
か
ー
テ
ク
ス
ト
論
的
読
解
へ
の
ひ
と
つ
の
問
い
ー
」
（
「
日
本
文
学
研

究
」
第
二
九
号
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
一
九
九
三
・
―
―

1
0
五

s-
―
六
頁
）
、
田
中
実
「
『
こ
A

ろ
』
と
い
う
掛
け
橋
」
（
「
日
本

文
学
」
第
三
五
巻
第
―
二
号
日
本
文
学
協
会
一
九
八
六
・
―
二
）
、
平

岡
敏
夫
「
「
こ
A

ろ
」
論
盛
行
と
「
こ
A

ろ
」
ー
発
端
と
し
て
の
小
森
・
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石
原
論
文
と
紅
野
論
文
よ
り
ー
」
（
「
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
」

第
一
七
号
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
一
九
九
七
・
三
一

S

―
二
頁
）
、
盛
忍
『
漱
石
「
こ
こ
ろ
」
論
変
容
す
る
罪
障
感
』
（
作
品
社

二

0
0
二

・I
0
)
 

(70)
仲
秀
和
「
漱
石
『
こ
A

ろ
』
研
究
史
（
七
）
ー
昭
和
六
十
年
代
以
降

の
研
究
を
巡
っ
て
（
ー
」
（
「
文
化
研
究
」
第
八
号
樟
蔭
女
子
短
期
大
学

一
九
九
四
・
九
一
七

S
三
三
頁
）
は
「
昭
和
六
十
年
代
は
じ
め
の
『
こ

A

ろ
』
論
争
以
後
、
数
多
く
の
『
こ
A

ろ
』
論
が
生
れ
た
が
、
そ
の
背
景

に
「
文
学
研
究
の
方
法
を
問
う
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
」
と
し
、
「
こ
の

時
期
、
「
語
り
」
に
注
目
し
た
論
の
多
い
の
が
特
色
で
、
次
に
、
「
静
」
「
K
」

と
い
っ
た
人
物
像
、
「
遺
書
」
の
意
味
に
言
及
し
た
論
が
目
立
つ
。
」
(
-
七

頁
）
と
ま
と
め
て
い
る
。

(71)
小
林
和
子
「
漱
石
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
ー
女
性
像
を
視
点
に
し
て
」

（
「
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
一
五
集
茨
城
女
子
短
期
大
学
一
九

八
八
・
六
五
五
頁
）

(72)
注

(71)
に
同
じ

(73)
注

(66)
七
五
頁

(74)
注

(66)
七
六
頁

(75)
注

(74)
に
同
じ

(76)
注

(66)
七
七
頁

(77)
小
森
陽
一
「
『
こ
こ
ろ
』
を
生
成
す
る
『
心
臓
』
」
（
「
成
城
国
文
学
」
創

刊
号
成
城
国
文
学
会
一
九
八
五
・
三
）
、
小
森
陽
一
「
「
私
」
と
い
う

〈
他
者
〉
性
ー
『
こ
A

ろ
』
を
め
ぐ
る
オ
ー
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
ー
」
（
「
文

学
」
第
三
巻
第
四
号
岩
波
書
店
一
九
九
ニ
・
一

0
)
、
小
森
陽
一
「
『
こ

A

ろ
』
に
お
け
る
同
性
愛
と
異
性
愛
ー
「
恋
」
と
「
罪
悪
」
を
め
ぐ
っ
て

|
」
（
小
森
陽
一
、
中
村
三
春
、
宮
川
健
郎
編
『
総
力
討
論
漱
石
の
『
こ

A

ろ
』
』
翰
林
書
房
一
九
九
四
・
一
）

(78)
羽
鳥
徹
哉
「
小
森
陽
一
氏
の
『
心
』
論
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
文
学
」
第

四
三
巻
第
九
号
日
本
文
学
協
会
一
九
九
四
・
九
五
七
頁
）

(79)
同
様
の
疑
問
は
西
垣
勤
「
作
品
の
読
み
方
に
つ
い
て
」
（
「
近
代
文
学

研
究
」
第
一

0
号
日
本
文
学
協
会
近
代
部
会
一
九
九
三
・
四
四
五

頁
）
で
も
、
「
こ
う
い
う
種
類
の
―
つ
の
想
像
で
、
論
理
を
一
方
に
だ
け
展

開
す
る
こ
と
が
、
小
森
氏
、
石
原
氏
に
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と

い
う
形
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。

(80)
羽
鳥
徹
哉
「
漱
石
の
「
こ
A

ろ
」
に
つ
い
て
」
（
「
成
践
大
学
文
学
部
紀

要
」
第
三

0
号
成
蹂
大
学
文
学
部
一
九
九
五
・
一
七
五

s
1
0
ニ

頁）

(81)
古
賀
康
人
「
「
続
こ
A

ろ
」
の
可
能
性
」
（
「
帝
京
国
文
学
」
第
六
号

帝
京
大
学
国
語
国
文
学
会
一
九
九
九
・
九
四
三
一

S
四
四
八
頁
）

(82)
飯
田
祐
子
、
石
原
千
秋
、
小
森
陽
一
、
関
礼
子
、
平
岡
敏
夫
「
座
談
会

『こ
A

ろ
』
論
争
以
後
」
（
「
漱
石
研
究
」
第
六
号
翰
林
書
房
一
九
九

六
•
五
一
五
六

S

一
九
一
頁
）

(83)
浅
田
隆
「
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
論
・
素
描
ー
「
静
」
の
「
純
白
」
を
め

ぐ
っ
て
|
l
」
（
枯
野
会
編
「
枯
野
（
日
本
文
学
研
究
誌
）
」
第
一

0
号

南

方
社
一
九
九
三
・
六
三
O
S
四
六
頁
）

(84)
注

(79)
に
同
じ

(85)
石
原
千
秋
「
テ
ク
ス
ト
は
ま
ち
が
わ
な
い
」
（
「
漱
石
研
究
」
第
六
号

翰

林

書

房

一

九

九

六

・

五

四

八

s
一
五
五
頁
）
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(86)
浅
田
隆
「
「
テ
ク
ス
ト
は
ま
ち
が
わ
な
い
」
か
？
」
（
「
漱
石
研
究
」
第

七
号
翰
林
書
房
一
九
九
六
．
―
ニ
―
八
六

S
一
九
七
頁
）
、
浅
田
隆

「
『
こ
こ
ろ
』
解
釈
を
め
ぐ
る
疑
義
ー
「
差
異
化
」
と
い
う
視
点
ー
ー
」
（
「
論

究
日
本
文
学
」
第
六
五
号
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
一
九
九
六
•
一

二

―

S
九
頁
）
、
石
原
千
秋
「
そ
れ
で
も
「
テ
ク
ス
ト
は
ま
ち
が
わ
な
い
」
」

（
「
漱
石
研
究
」
第
七
号
翰
林
書
房
一
九
九
六
．
―
ニ
―
九
八

s-

九
九
頁
）

(87)
石
井
和
夫
「
最
近
の
漱
石
研
究
か
ら

21
世
紀
の
漱
石
研
究
を
見
通
す
」

（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
四
二
巻
第
六
号
学
燈
社
一
九

九
七
•
五
一
三
七
頁
）

(88)
こ
の
傾
向
は
小
森
陽
一
「
書
評
戸
松
泉
著
『
小
説
の
〈
か
た
ち
〉
〈
物

語
〉
の
揺
ら
ぎ
ー
日
本
近
代
小
説
「
構
造
分
析
」
の
試
み
ー
』
」
（
「
漱
石

研
究
」
第
一
五
号
翰
林
書
房
二

0
0

二
•
I
 

0
)
で
も
は
っ
き
り
と

確
認
で
き
る
。

(89)
注

(61)
に
同
じ

(90)
注

(64)
に
同
じ

(91)
大
川
公
一
「
「
善
悪
の
彼
岸
過
迄
」
と
し
て
の
「
こ
A

ろ
」
」
（
「
成
城
国

文
学
」
第
二
号
成
城
国
文
学
会
九
八
六
・
三
）

(92)
田
中
実
「
『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
掛
け
橋
」
（
「
日
本
文
学
」
第
三
五
巻
第

―
二
号
日
本
文
学
協
会
一
九
八
六
．
―
二
）

(93)
高
田
知
波
「
『
こ
A

ろ
』
の
話
法
」
（
有
精
堂
編
集
部
編
「
日
本
の
文
学
」

第
八
集
有
精
堂
一
九
九
O・

―二）

(94)
押
野
武
志
「
「
静
」
に
声
は
あ
る
の
か
ー
ー
『
こ
A

ろ
』
に
お
け
る
抑
圧

の
構
造
」
（
「
季
刊
文
学
」
第
三
巻
第
四
号
岩
波
書
店
一
九
九
ニ
・
一

0
)
 

(95)
斉
藤
英
雄
「
こ
A

ろ
研
究
の
現
在
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研

究
」
第
三
九
巻
第
二
号
学
燈
社
一
九
九
四
．
―
-
五
八

s
一
五
九

頁）

(96)
石
原
千
秋
「
教
室
の
「
こ
A

ろ
」
」
（
「
日
本
文
学
」
第
四
二
巻
第
七
号

日
本
文
学
協
会
一
九
九
三
・
七
五
三
頁
）

(97)
注

(96)
に
同
じ

(98)
赤
間
亜
生
「
〈
未
亡
人
〉
と
い
う
記
号
」
（
小
森
陽
一
、
中
村
三
春
、
宮

川
健
郎
編
『
総
力
討
論
漱
石
の
『
こ
A

ろ
』
』
翰
林
書
房
一
九
九
四

•
一
―
―
七

s

―
四
0
頁
）

（
と
く
な
が
み
つ
ひ
ろ
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

宮
崎
国
際
大
学
比
較
文
化
学
部
専
任
講
師
）
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